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　︻
歴
史
︼
一
九
八
〇
（
昭

和
五
十
五
）
年
、
天
子
田
小

学
校
か
ら
独
立
し
て
開
校
。

本
年
度
に
開
校
四
十
周
年
を

迎
え
、
二
百
四
十
六
人
の
児

童
が
現
在
学
ん
で
い
る
。

　︻
特
色
︼
「
地
域
に
育
て

て
い
た
だ
い
て
い
る
学
校
」

と
榊
原
恵
子
校
長
。

　毎
月
「
０
」
が
付
く
日
な

ど
の
登
下
校
時
に
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の

人
々
が
通
学
路
に
立
ち
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
っ

て
い
る
。

　Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
活
発
に
行

わ
れ
、
広
報
委
員
会
編
集
・

発
行
の
広
報
紙
「
も
り
た
か

西
」
は
、
「
第

回

　名
古

屋
市
立
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広

報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
中
日

新
聞
社
賞
に
選
ば
れ
た
。

　︻
取
り
組
み
︼
外
国
語
活

動
・
英
語
活
動
の
授
業
が
十

五
年
ほ
ど
前
か
ら
続
け
ら
れ

て
お
り
、
専
門
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
担
任
の
先
生
が
連
携
し

な
が
ら
指
導
。
「
聞
く
・
声

に
出
す
」
を
中
心
に
全
学
年

で
授
業
が
行
わ
れ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
意
識
を

み
ん
な
で
高
め
て
い
る
。

　ま
た
、
縦
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
思
い
や
る
気
持

ち
を
育
も
う
と
す
る
「
ペ
ア

（
縦
割
り
）
活
動
」
も
盛

ん
。
授
業
前
の
「
ふ
れ
あ
い

タ
イ
ム
」
で
は
、
上
の
学
年

の
子
が
企
画
し
た
遊
び
な

ど
、
異
学
年
間
の
触
れ
合
い

も
楽
し
ん
で
い
る
。

　︻
校
長
先
生
か
ら
森
孝
西

小
の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ

ー
ジ
︼
皆
さ
ん
の
笑
顔
は
地

域
の
宝
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

校
歌
に
あ
る
よ
う
、
明
る
く

元
気
に
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

森
孝
西
小
学
校

 

森
孝
一
ノ
一
一
〇
八

みんなの笑顔は地域の宝

英語を身近に―親しみやすく

なるよう工夫された掲示物

　「
ま
め
な
し
の
お
花
見
＆
観

察
会
」
が
四
月
三
日
（
金
）
午

前
十
時
―
正
午
、
檀
ノ
浦
公
園

＝
御
膳
洞
＝
を
集
合
場
所
に
し

て
開
か
れ
る
。
参
加
無
料
。

　「
マ
メ
ナ
シ
」
は
絶
滅
危
惧

種
で
、
桜
と
同
じ
頃
、
桜
に
よ

く
似
た
花
を
咲
か
せ
る
。
同
催

し
で
は
「
蛭ひ

る

池
の
マ
メ
ナ
シ
を

守
る
会
」
の
会
員
ら
が
案
内

し
、
雨
池
と
蛭
池
で
観
察
。
い

つ
も
と
は
趣
の
異
な
る
お
花
見

が
楽
し
め
る
。

　当
日
参
加
可
（
午
前
九
時
半

―
受
け
付
け
）
、
定
員
六
十

人
、
小
雨
決
行
。
開
催
の
有
無

は
、
当
日
の
午
前
八
時
以
降
に

名
古
屋
お
し
え
て
ダ
イ
ヤ
ル
＝

☎
０
５
２
（
９
５
３
）
７
５
８

４
＝
で
。
問
い
合
わ
せ
は
区
役

所
地
域
力
推
進
室
＝
☎
０
５
２

（
７
９
６
）
４
５
９
０
＝
へ
。

　観
察
ウ
オ
ー
ク
も

　ま
た
、
四
月
四
日
（
土
）
に

は
「
春
の
小
幡
緑
地
と
マ
メ
ナ

シ
の
観
察
ウ
オ
ー
ク
」
が
催
さ

れ
る
。
ス
タ
ー
ト
は
、
ゆ
と
り

ー
と
ラ
イ
ン
小
幡
緑
地
駅
＝
竜

泉
寺
二
、
ゴ
ー
ル
は
イ
オ
ン
守

山
店
＝
笹
ケ
根
三
。
参
加
無

料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。

　コ
ー
ス
は
小
幡
緑
地
本
園
や

御
膳
洞
公
園
、
吉
長
南
公
園
ほ

か
を
巡
る
約
六
㌔
。
ま
た
、
受

け
付
け
時
間
は
ス
タ
ー
ト
＝
午

前
九
時
―
同
十
時
、
ゴ
ー
ル
＝

午
前
十
時
半
―
午
後
一
時
。

「
歩
き
や
す
い
服
装
、
履
き
慣

れ
た
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
」

と
主
催
者
。
完
歩
賞
も
あ
る
。

　雨
天
決
行
、
荒
天
中
止
。
開

催
の
有
無
は
、
当
日
の
午
前
八

時
以
降
に
名
古
屋
お
し
え
て
ダ

イ
ヤ
ル
＝
☎
０
５
２
（
９
５

３
）
７
５
８
４
＝
で
。
問
い
合

わ
せ
は
名
古
屋
ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ

バ
ス
営
業
推
進
課
＝
☎
０
５
２

（
７
５
８
）
５
６
２
０
＝
へ
。

　〈
紙
面
で
紹
介
し
て
い
る
催

し
物
に
つ
い
て
〉

　本
紙
「
催
し
ガ
イ
ド
」
ほ
か

で
紹
介
し
て
い
る
催
し
物
の
中

に
は
、
発
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

関
係
上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
肺
炎
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―

）
の
影
響
で
急
き
ょ
中
止

・
変
更
と
な
っ
た
も
の
を
含
ん

で
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　お
出
掛
け
の
際
は
、
主
催
者

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ

先
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

 

◇

　〈
こ
と
し
の
「
わ
く
わ
く
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
つ
い

て
〉　中

日
新
聞
守
山
販
売
店
連
合

会
主
催
、
お
な
じ
み
の
「
わ
く

わ
く
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

（
例
年
五
月
）
は
、
こ
と
し
の

開
催
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　会
場
と
な
る
小
幡
緑
地
本
園

芝
生
広
場
で
五
、
六
月
ご
ろ
か

ら
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
、

そ
の
工
期
が
フ
リ
マ
出
店
者
の

募
集
開
始
時
期
に
未
定
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
同
会
が

決
定
し
た
も
の
で
す
。

　〈
こ
と
し
の
桜
の
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
〉

　恒
例
、
本
紙
で
も
毎
年
紹
介

し
て
い
る
「
雨
池
公
園
桜
ま
つ

り
」
「
白
沢
渓
谷
桜
ま
つ
り
・

コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
」
「
森
孝
西

学
区
さ
く
ら
ま
つ
り
」
は
こ
と

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
肺
炎
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―


）
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　ま
た
、
守
山
駐
屯
地
「
創
立

記
念
行
事
・
桜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
つ
い
て
は
、
同
駐
屯
地

司
令
職
務
室
広
報
係
が
「
令
和

二
年
度
か
ら
、
秋
に
開
催
さ
れ

る
師
団
創
立
記
念
行
事
と
合
同

開
催
い
た
し
ま
す
。
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
に

と
ぞ
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま

す
。　〈

紙
上
写
真
展
・
作
品
募
集
〉

　「
え
っ
⁉
」
と
驚
い
た
り
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

写
真
を
紹
介
す
る
「
紙
上
写
真

展
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な
た

が
日
常
生
活
で
と
ら
え
た
〝
身

近
な
ス
ク
ー
プ
〟
を
引
き
続
き

募
集
し
て
い
ま
す
。

　応
募
は
郵
送
か
メ
ー
ル
で
。

郵
送
は
写
真
の
ほ
か
、
別
紙
に

①
住
所
②
氏
名
（
匿
名
希
望
の

方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電
話

番
号
④
写
真
の
説
明
や
コ
メ
ン

ト
な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五

二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙
上

写
真
展
」
、
本
文
に
①
か
ら

④
、
写
真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て

＝m-homenews@gctv.ne.jp=

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
た
だ

し
、
内
容
や
画
質
に
よ
っ
て
は

掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　特
殊
詐
欺
被
害
を
防
止
し
よ

う
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
先
月
六

日
、
ス
ー
パ
ー
銭
湯
「
香
流
温

泉

　喜
多
の
湯
」
＝
森
孝
二
＝

で
開
か
れ
、
施

設
利
用
者
ら
八

十
人
以
上
が
集

ま
っ
た
。

　特
殊
詐
欺
の

被
害
者
を
出
さ

な
い
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
、

愛
知
県
警
「
○

（
ま
る
）
っ
と

あ
い
ち
・
絆
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
よ
る
催
し
。

同
施
設
が
二
月

六
日
の
「
風
呂

の
日
」
に
合
わ

せ
て
協
力
し
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス

の
客
席
部
分
を
開
放
し
た
。

　講
話
で
は
、
守
山
署
員
が

「
最
近
多
い
の
は
医
療
費
な
ど

　区
内
三
十
八
の
理
容
店
で
つ

く
る
愛
知
県
理
容
生
活
衛
生
同

業
組
合
守
山
支
部
（
平
井
孝
司

支
部
長
）
は
先
月
二
十
五
日
、

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に
関
す
る

協
定
を
守
山
署
と
結
ん
だ
。

　協
定
は
両
者
で
情
報
共
有
と

連
携
を
図
り
、
被
害
防
止
に
つ

な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
。
同
支

部
で
は
、
愛
知
県
警
の
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
「
す

ぐ
メ
ー
ル
」
か

ら
抜
粋
し
た
情

報
を
各
店
に
会

議
で
伝
達
す
る

ほ
か
、
店
を
利

用
す
る
高
齢
者

へ
の
声
掛
け
も

行
う
な
ど
、
被

害
を
防
ぐ
た
め

の
活
動
を
進
め

て
い
く
。

　締
結
式
は
守

山
署
＝
脇
田
町

＝
署
長
室
で
行

わ
れ
、
里
見
勝

之
署
長
が
「
高
齢
者
と
の
接
点

が
多
い
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
、
一
件
で
も
被
害
を
少

な
く
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
平
井
支
部

長
と
里
見
署
長
が
協
定
書
に
署

名
、
押
印
し
た
。

　平
井
支
部
長
は
今
後
に
つ
い

て
「
髪
を
切
っ
た
り
染
め
た
り

し
て
い
る
間
、
お
客
さ
ん
と
長

く
話
も
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
そ

の
中
で
被
害
防
止
に
つ
な
が
る

情
報
を
伝
え
る
な
ど
、
組
合
と

し
て
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。

　守
山
署
管
内
で
は
昨
年
、
二

十
五
件
・
総
額
約
六
千
九
十
万

円
の
特
殊
詐
欺
被
害
が
発
生

し
、
被
害
者
の
約
八
割
が
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
っ
た
。

十
人
が
活
動
し
て
い
る
。

　美
術
館
学
芸
員
の
指
導
に
よ

る
埴
輪
作
り
に
は
二
十
一
人
が

参
加
。
陶
芸
用
粘
土
を
回
転
台

（
ろ
く
ろ
）
の
上
で
成
形
し
、

指
で
表
面
を
整
え
る
な
ど
、
尾

張
地
方
独
特
の
技
法
に
取
り
組

ん
だ
。
約
二
時
間
か
け
、
高
さ

と
上
部
の
直
径
が
十
二
㌢
ほ
ど

の
円
筒
埴
輪
を
仕
上
げ
た
。

　日
頃
の
活
動
で
は
体
験
学
習

の
補
助
も
行
い
、
子
ど
も
た
ち

に
工
作
用
粘
土
で
の
埴
輪
作
り

を
教
え
て
い
る
会
員
ら
。
不
慣

れ
な
陶
芸
用
の
粘
土
に
は
「
思

い
通
り
に
こ
ね
ら
れ
な
い
」
と

声
を
上
げ
て
い
た
。

　同
会
で
は
、
歴
史
好
き
な
ど

を
は
じ
め
と
し
た
グ
ル
ー
プ
か

ら
の
古
墳
ガ
イ
ド
依
頼
を
受
け

付
け
て
い
る
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
「
歴
里
マ
イ
ス
タ

ー
の
会
」
で
検
索
）
を
参
照
く

だ
さ
い
と
の
こ
と
。
そ
の
ほ

か
、
新
し
い
会
員
も
募
集
し
て

い
る
。

　◇
令
和
元
年
度
守
山
区
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
一
月

十
九
日
、
志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
競
技
場
）

　▽
混
合
の
部

　①
天
子
田
Ｂ

②
ベ
ア
ー
ズ
Ｗ
③
ベ
ア
ー
ズ
Ｂ

③
鈴
木
倶
楽
部

　▽
女
子
の
部

　①
桔
梗
屋
②

二
城

　古
墳
ガ
イ
ド
な
ど
を
行
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
歴
史
の
里
マ
イ
ス
タ
ー
の

会
」
（
金
岡
太
一
会

長
）
は
先
月
十
九
日
、

愛
知
県
陶
磁
美
術
館
＝

瀬
戸
市
＝
陶
芸
館
で
埴は

に

輪わ

作
り
を
学
ん
だ
。

　同
会
は
、
守
山
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
＝
守
山

三
＝
の
「
な
ご
や
学
マ

イ
ス
タ
ー
講
座
」
受
講

者
ら
が
集
ま
り
、
二
〇

一
一
（
平
成
二
十
三
）

年
に
発
足
。
現
在
は

「
歴
史
の
里

　し
だ
み

古
墳
群
」
を
中
心
に
、
男
女
五

還
付
金
詐
欺
」
と
傾
向
を
紹

介
。
ま
た
「
役
所
で
は
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
使
っ
た
手
続
き
は
し
て
い
な

い
」
や
「
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ

て
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　千
種
区
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
劇
団
「
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ａ
（
ゴ
マ
）
」

も
登
場
し
、
代
表
的
な
手
口
を

伝
え
る
寸
劇
を
披
露
。
犯
人
役

と
被
害
者
役
で
分
か
り
や
す
く

演
じ
た
ほ
か
、
「
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
、
常
時
留
守
番
電
話

設
定
に
し
て
」
な
ど
と
呼
び
掛

け
。
客
席
で
は
小
さ
く
う
な
ず

く
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　参
加
者
の
一
人
、
八
十
代
女

性
は
「
詐
欺
の
よ
う
な
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
、
『
カ
ー
ド
は

持
っ
て
い
な
い
』
と
断
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
き
ょ
う
の
話
を
息

子
に
も
聞
か
せ
た
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
た
。

守
山
警
察
署
と
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
協
定

愛
知
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
守
山
支
部

歴
史
の
里
マ
イ
ス
タ
ー
の
会
が
埴
輪
作
り

　
　
　不
慣
れ
な
陶
芸
用
粘
土
に〝
苦
戦
〟

高
齢
者
ら
に
寸
劇
な
ど
で
呼
び
掛
け

ス
ー
パ
ー
銭
湯「
香
流
温
泉 

喜
多
の
湯
」で

ま
め
な
し
の
お
花
見
＆
観
察
会

来
月
３
日

　檀
ノ
浦
公
園
を
集
合
場
所
に
参加無料

交わした協定書を手に平井支部長

（手前右）と里見署長（同左）

協
定
書
に
署
名
す
る
平
井
支
部

長
（
右
）
と
里
見
署
長
（
左
）

特殊詐欺の手口を伝えようと熱演する劇団員ら

円筒埴輪の作り方を体験する会員ら

混
合
の
部
で
優
勝
の
「
天
子
田
Ｂ
」

女
子
の
部
で
優
勝
の
「
桔
梗
屋
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
で
マ

メ
ナ
シ
の
観
察
を
楽
し
め
る

ウオーキングではこんな

風景が見られるかも

 

双
子
の
つ
く
し

（
以
前
、
紹
介
し
た
も
の
）

お
知
ら
せ

昨年 守山警察署管内被害者の８割が歳以上の高齢者

地域を挙げて特殊詐欺被害を防ごう


